
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に

よ
る
学
力
・
視
力
低
下
、
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
が
原

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
対
策
と
し
て
ノ
ー
テ
レ
ビ
、

ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
と
い
っ
た
取

り
組
み
な
ど
を
実
施
し
、
効
果

を
上
げ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
で
も
こ
れ
に
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
。

本
市
の
学
力
は
県
平
均

よ
り
高
い
傾
向
に
あ
る
。

生
活
習
慣
調
査
で
は
、
テ
レ
ビ
、

ゲ
ー
ム
等
と
接
す
る
時
間
が
若

干
短
い
傾
向
に
あ
る
と
思
う
が
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
と
学
力
の

相
関
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
、
ノ
ー
ゲ
ー

ム
デ
ー
も
有
効
な
施
策
と
思
う
。

今
後
、
学
力
調
査
検
討
委
員
会

で
分
析
す
る
中
で
研
究
し
て
い

き
た
い
。

（
教
育
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
県
の
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
の
対
応
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
質
問
し
て
い

ま
す
。

保
健
師
等
も
要
支
援
、
要
介
護

状
態
の
可
能
性
の
あ
る
特
定
高

齢
者
を
把
握
し
、
生
活
機
能
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
、
予
防
に

つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
特
定

高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
健
康

づ
く
り
の
集
い
、
百
歳
体
操
な

ど
を
実
施
し
て
、
介
護
予
防
を

進
め
て
い
き
た
い
。

●２
高
血
圧
性
疾
患
で
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
県
平
均
よ
り
低

く
、
脳
血
管
疾
患
で
治
療
を
受

け
て
い
る
人
は
逆
に
高
い
状
況

で
あ
り
、
高
血
圧
状
態
で
も
受

広
域
化
を
実
現
と
あ
り
、
岡
山

県
は
一
部
体
制
の
案
と
な
る
。

本
市
の
対
応
次
第
で
は
、
な
し

崩
し
に
広
域
化
さ
れ
る
懸
念
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

3
市
長
の
広
域
化
決
断
に
至
る

ま
で
に
市
民
が
将
来
の
消
防
の

あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
た
め
、

多
く
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●１
私
は
、

消
防
団
長

や
議
員
の
方
と

意
見
交
換
し

て
、
消
防
広
域

化
に
一
貫
し
て

反
対
の
立
場
を

と
っ
て
き
た
。

理
由
は
、
フ
ル

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

構
想
が
中
山
間

地
域
で
は
宝
の

持
ち
腐
れ
と
な

る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
、
都
会

の
消
防
広
域
化

を
意
識
し
た
感

は
否
め
な
い
。

出動する消防車。消防の広域化が検討されている
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定
後
、
観
光
の
実
体
、
具
体
を

進
め
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
機
構
改
革
に
つ

い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

1
岡
山
県
の
消
防
広
域
化

推
進
計
画
で
は
、
消
防
体

制
の
整
備
及
び
確
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
あ
る
が
、

果
た
し
て
そ
う
か
。

2
平
成
24
年
度
を
目
標
年
次
に

消
防
広
域
化
の
対
応
に

つ
い
て

合
併
前

の
消
防
団

機
動
部
隊
に
は

職
員
が
必
ず
入

団
し
活
動
す
る

な
ど
、
清
音
支
所
周
辺
は
活
気

が
あ
っ
た
が
、
今
は
支
所
等
に

３
人
い
る
だ
け
の
手
薄
感
が
あ

り
、
寂
し
い
状
況
で
あ
る
。
支

所
周
辺
に
活
気
を
戻
す
た
め
、

支
所
に
１
課
を
移
動
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
願
い
が
あ
る
。
清

音
支
所
の
改
造
内
容
と
今
後
の

支
所
に
対
す
る
思
い
、
生
涯
学

習
施
設
構
想
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
、
考
え
方
は

ど
う
か
。

赤　澤　康　宏

清音支所・生涯学習施設について

勉
強
、
研
究
し
て
、
本
市
の
消

防
力
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

（
消
防
長
）

●３
議
会
や
消
防
団
と
も
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
像
に

つ
い
て
広
報
活
動
に
努
め
、
市

民
に
説
明
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。

（
市
長
）

消
防
の
広
域
化
は
消
防
団
に

は
説
明
、
報
告
し
て
い
る
が
、

今
後
は
ガ
ラ
ス
張
り
公
開
市
長

室
や
広
報
紙
等
で
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
。

（
消
防
長
）

立
派
な
清
音
支
所
の
閑

散
と
し
た
状
況
は
、
旧
清

音
村
民
に
と
っ
て
寂
し
い
と
思

う
。
旧
清
音
村
で
計
画
し
て
い

た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
全

市
的
視
野
に
立
っ
て
見
直
し
、

さ
ら
に
既
存
施
設
の
有
効
活
用

を
図
る
観
点
か
ら
、
清
音
支
所

の
２
階
、
３
階
を
改
修
し
て
公

民
館
と
し
て
利
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
。
平
成
21
年
度
に
地

元
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
設
計
を
行
い
、
工
事
を
平
成

22
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
市
の
機
能
を
支
所
に
移
転

す
る
こ
と
も
機
構
改
革
等
に
合

わ
せ
て
検
討
し
た
い
。
生
涯
学

習
施
設
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
に
す
べ

き
か
、
引
き
続
き
考
え
て
い
き

た
い
。

（
市
長
）

健康づくりの集い

障
が
い
者
福
祉
の
窓
口

一
本
化
に
つ
い
て

障
が
い
者
支
援
体
制
で

は
、
こ
ど
も
課
、
教
育
委

員
会
、
福
祉
課
、
健
康
づ
く
り

課
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
分
か

れ
て
お
り
、
相
談
場
所
等
も
分

か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
窓
口

を
一
本
化
し
て
、
障
が
い
者
に

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
支
援
が

で
き
る
体
制
を
考
え
て
ほ
し
い
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
よ
い
働

き
を
し
て
、
本
市
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、

幸
せ
感
を
受
け
て
い
る
お
年
寄

り
も
多
く
い
る
。
障
が
い
者
の

窓
口
一
本
化
の
必
要
性
を
感
じ

な
が
ら
、
将
来
の
や
り
方
、
機

構
改
革
も
視
野
に
入
れ
、
ど
う

し
た
ら
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き

た
い
。

（
市
長
）

頓
　
宮
　
美
津
子

福
祉
行
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

1
高
齢
者
の
認
知
症
が
増

加
し
、
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
市
の
認
知
症

の
現
状
と
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

2
死
亡
原
因
の
上
位
に
挙
げ
ら

れ
る
脳
疾
患
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
図
る
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
助
成
事
業
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
選

択
追
加
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

●１
平
成
19
年
の
調
査
で
、

全
高
齢
者
の
約
１
割
が
認

知
症
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

本
市
の
対
策
と
し
て
は
、
研
修

会
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
る
。
市
内
21

地
区
に
分
け
て
小
地
域
ケ
ア
会

議
、
さ
ら
に
地
域
包
括
ケ
ア
会

議
を
開
催
し
、
要
介
護
者
台
帳

の
作
成
、
要
援
護
者
の
見
守
り

体
制
等
も
検
討
し
て
い
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

診
し
て
な
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
普
及
制
度

は
特
定
健
診
受
診
者
と
同
様
の

扱
い
で
、
国
の
基
準
に
基
づ
く

健
診
項
目
で
行
っ
て
い
る
の
で
、

特
定
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
と

特
定
保
健
指
導
の
向
上
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的

に
は
学
力
が
低
下
し
、
岡
山
県

で
は
全
科
目
平
均
以
下
と
な
っ

持
　
堅
　
吾

ま
た
、
消
防
団
の
充
足
率
は
県

下
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
が
、

広
域
化
で
転
勤
し
て
き
た
消
防

職
員
と
地
元
消
防
団
の
意
思
疎

通
が
な
さ
れ
る
と
は
思
え
な
い
。

地
域
の
中
核
的
な
役
割
を
な
す

の
は
消
防
団
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で

あ
り
、
広
域
化
で
消
防
団
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
す
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
。
初
動
態

勢
へ
の
市
長
の
関
与
が
で
き
な

い
こ
と
な
ど
を
含
め
て
反
対
の

立
場
を
表
明
し
続
け
た
い
。

●２
最
後
ま
で
反
対
の
姿
勢
を
崩

さ
な
い
が
、
広
域
化
と
い
う
大

き
な
波
が
全
体
的
な
流
れ
で
決

定
し
た
と
き
に
、
本
市
だ
け
が

分
離
独
立
し
て
残
る
の
は
、
安

全
安
心
、
命
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
厳

し
い
議
論
に
な
る
。
隣
接
地
で

の
災
害
に
応
援
に
行
か
な
か
っ

た
と
い
う
議
論
は
取
り
づ
ら
い

選
択
肢
に
な
る
が
、
推
移
を
見

守
り
な
が
ら
、
反
対
の
立
場
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

消
防
団
と
の
連
携
、
消
防
体

制
の
主
体
性
の
希
薄
化
が
問
題
。

消
防
施
設
、
車
両
整
備
の
独
自

性
が
失
わ
れ
る
の
で
、
反
対
の

考
え
で
あ
る
。
な
し
崩
し
に
広

域
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

消
防
体
制
、
人
事
、
財
政
等
を

2階・3階の改修により公民館としても利用される清音支所


